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ハンディを、傾斜で表すスロープシステム。プレーヤーの腕前、
コースの難易度によってハンディキャップが大きく変わる。

ハンディキャップ
インデックス

18 19

スロープシステム導入で
リタイアしていたプレーヤーが
倶楽部競技に戻ってきた！

上/左から　坂本修一ハンディキャップ委員長、箕田政人コンペティション委員長
下/左から　藤井久隆支配人、原�幸志運営業務課兼営業部課長代理

新たなJGAハンディキャップシステム（USGAハンディキャップシステム準拠、

通称スロープシステム）が間もなく4年目に入ろうとしている。

初年度の2014年に新システムを導入した福岡県の麻生飯塚ゴルフ倶楽部では

倶楽部競技から退いていた年配のプレーヤーが競技復帰するなどの効果が表れている。

その内容を坂本修一ハンディキャップ委員長、箕田政人コンペティション委員長、

藤井久隆支配人、原幸志運営業務課兼営業部課長代理に聞いた。
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ハンディキャップの歴史 （概略）
年代 欧米 日本

17世紀後半 HDCPの概念広まり始める

1900年頃 英国女子連盟が初のCR
開発

1911年 USGAが初めてCR導入
（全米アマ優勝者のスコア）

1920年代～ 全米各地区でHDCP
システムの改善策考案

1950年代
JGA HDCP制度導入

（USGA制度を参考に開発）

1960
　～70年代

USGAが
障害難易度査定法を考案
現行HDCP制度の基礎完成

1978年
現行JGA制度施行

（USGA制度を参考に開発）

1979年 USGAがスロープシステム
開発着手

1987年 USGAがスロープシステム
正式施行

2010年～ 現在世界61の国と地域で
採用

2010年
スロープ導入決定

（USGAとJGAが正式契約締結）

2014年～ スロープシステム施行
（USGAハンディキャップシステム準拠）

館内掲示板に掲載されている会員の
HDCPインデックスとコースHDCP換算表

【スロープ表】

── 麻生飯塚ゴルフ倶楽部では2014年に九州地区の
先陣を切ってハンディキャップ（以下HDCP）インデッ
クスを導入しています。まず導入に至った経緯をお聞か
せください。
藤井　新システムがスタートする1 年半ほど前だった
と思いますが、JGAの役員の方から「今度、こういう
ことを始める」とうかがったのがきっかけでした。それを
坂本HDCP委員長に伝え、それぞれ勉強した結果、
よさそうなシステムだということが理解できたので
あまり引っ掛かることなく導入することを決められま
した。
坂本　JGAの講習会等を通じてグローバル化が当
たり前の世界になっている中でこのシステムが世界
60カ国以上で採用されていること、老若男女の区分
なく公平にゴルフ競技を楽しめる仕組みになってい
ること、また、ゴルフを楽しむ人を少しでも増やしたい
という意味があることなどを知り、当倶楽部は積極的
に取り組むべきだと考えました。早速、2013年10月に
当倶楽部の理事会で採用することを決めていただ
きました。
── 採用決定後にHDCP委員会ではどのような普及
活動に取り組みましたか。
坂本　システムが大きく変わりますし、聞き慣れない
言葉もありますから、まずはHDCP委員がシステムを
十分に理解する必要があると感じ、勉強会を始めま
した。次に、会員の皆様が混乱しないよう具体的に
どのようにして進めるべきか、いろいろな場面を会員の
立場になって想定し、何度となく委員会を開催しま
した。その結果、新しい言葉の説明や、このシステムを

当倶楽部に当てはめるとどうなるかの例を示したものを
HDCP委員会で作成し、倶楽部会報と掲示板に掲載
することにしました。特に、会員はHDCPインデックス
を取得し、プレーするコースとティーの位置でHDCP
が変わることや、当倶楽部は27ホールありますので
どのコースを回っても同時に競技できることを念入り
に説明しました。
── コンペティション委員会との連携はいかがでしたか。
箕田　坂本HDCP委員長にコンペティション委員会
に来ていただいて、新システムのことを説明していた
だきました。すぐには内容を理解できませんでしたし、
反対意見も少しありましたが坂本さんの熱意を感じ
たこともあり「競技で採用しよう」ということを決めま
した。
坂本　当倶楽部の競技日程は 4 月から新年度になり
ますので、それに合わせて2014年 4 月から新システ
ムに移行することにしました。初年度は慣れないこと
も考慮して競技種目やティーの選択を限定していま
したが、2 年目からは各種選手権競技や理事長杯、
キャプテン杯などの主要競技を除き、競技者がティー
を選択できるようにしています。
箕田　当倶楽部にはそれぞれ 9 ホールのブルー、グ
リーン、ホワイトの 3コースがあります。月例などでは
すべてのコースを使用しますのでプレーするコース
によって 3 つ（ブルー×グリーン、グリーン×ホワイト、
ホワイト×ブルー）に分けて競技をするしかありません
でした。つまり、1 回の競技で優勝者が 3 人いたわ
けです。それが新システムを採用したことで一本化
することができました。



レギュラー
女子CR：77.1

女子Slope：139

レギュラー
男子CR：71.8

男子Slope：130

Aさん Bさん

HDCPインデックス 15.0 15.0

コースHDCP 18 17

ターゲットスコア 95 89

CR差調整 +5 ー

調整後コースHDCP 23 17

ネットスコア
（ターゲットスコア ー 調整後CH） 72 72
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── スコアカードに工夫を凝らしたそうですね。
坂本　はい。提 出 用のスコアカードにHDCPイン
デックス、プレーしたコース、コースHDCPを記入する
欄を設けました。（スコア記入用の）テーブルの横にメ
ンバーのHDCPインデックス、回ったコースのHDCP
換算表が掲示されていますので確認は容易にでき
ます。
── 自ら記入することでプレーヤー各々のHDCPイン
デックスへの理解度が深まることが期待できそうです。
坂本　そう思います。最初は「面倒だ」という声も
ありましたが、日を追うごとに収まり、今では全くそう
いう声はありません。
── 新システム導入後、倶楽部競技優勝者の顔ぶれに
変化はありましたか。
坂本　以前はHDCP10前後の方が中心でしたが、
今はまんべんなく分布しており、誰にでも優勝する
機会が出てきたと感じています。
箕田　優勝者や上位入賞者が偏るとそれ以外の方の
競技への参加意欲がそがれますから、コンペティ
ション委員会としても多くの方のチャンスが出てき
たことはありがたいですね。
原　当倶楽部競技のローカル的なことを補足させて
いただきますと、HDCPインデックスは毎月 1 日の
更新ですが、競技でネット60台が出ると同じ月内で
あっても次の競技にはトレンドHDCPで出場していた
だくということを実施しています。
藤井　ほぼ毎週何かしら競技がありますからね。作
業する事務方は大変ですが、これも幅広い方にチャ
ンスが回るようにということです。
原　会員様も楽しんでいただいていると感じています。

坂本　もうひとつ付け加えますと、主 要 競 技で優
勝しますとその年度内は無条件でクラブ競技での
HDCPインデックスをひとつ下げるということもやって
います。主要競技で勝つことは名誉ですからね。
── 競技参加者の人数や年齢層に変化はありまし
たか。
箕田　いわゆる高齢者といわれる方が競技に戻っ
てきています。新システムになってプレーしやすく
なったという理 由が多いようです。
── 競技をあきらめていた方がもう一度やってみよ
うと?
箕田　そうです。たとえばブルーの 4 番ホールは
ティーショットが池を越えるパー 4 ですが、レギュ
ラーティーからですとキャリーで150ヤードいかな
いと池を越えません。私自身もそうですが若いころ
は向こう岸までいっていたのが、力が落ちてくると
越えないわけです。そうなると面白くない。ところが、
ティーの選択が可能になるとフロントティーから打て
ますから、それなら越えていける。じゃあ、もう一回
やってみようかということになるわけです。
藤井　それこそが「老若男女の区分なくゴルフが
楽しめる」というこのシステムの主旨でしょうからね。

原　ティーの選 択ができるようになったことで、私
のように競技の準備をする立場の人間も楽になりま
した。以前はティーを前に設定すると競技志向の方
からは「こんなに前から回りたくない」と言われました
し、後ろにすれば今度は一般の方から「こんなに遠
いところからやりたくない」と言われていました。競技
の時、どこにティーをセットするかで本当に頭を悩ま
せていました。
──どちらにしても文句を言われていたわけですね。
原　つらい立場でした（笑）。
── 倶楽部HDCPでいわゆるシングルだった方の中
にはHDCPインデックスで2 ケタになった方もいると
思います。そのような方の反応はいかがですか。
箕田　HDCPボードも廃止しましたから、寂しがって
いた“前シングル”がたくさんいました。「オレはここ
までいったんだ」と証明するものがなくなったわけで
すから。そこで、今年10月から独自に『ベストHDCP
インデックス証明書』を希望者に有料で発行するこ
とにしました。
坂本　表面に自己ベストのHDCPインデックスや顔
写真、裏面には倶楽部競技の優勝歴やベストスコア
を出した時のスコアカードなどを印字したカードです。
藤井　2人の委員長は「普及させたい」という思いが
強いですから、いろんな知恵が浮かんでくるんです
よ。2 人が強いリーダーシップと熱意で引っ張って
くれたからこそ、当倶楽部で新システムの普及が進ん
だのだと思います。

── 課題や問題点、あるいはJGAへの要望などはあり
ますか。
藤井　分厚い解説書を読むだけではなかなか頭に
入ってこないですから、もっと分かりやすいものが
あったほうがいいと感じています。
坂本　導入までの具体的な手順、たとえばここから
始めるにはいつまでにどういうことを決めなさいとか、
いつからいつまでのメンバーのデータを集めてコン
ピューターに入力しなさいというようなガイドラインを
つくっていただいたほうがまだ導入していない倶楽
部も入りやすくなるのではないでしょうか。
藤井　それぞれの倶楽部で事情もあるでしょうから
無理強いはできないと思いますが、「うちはこうしてい
ます」ということはお話ししています。「やるまでは
難しそうに感じるけど、やってしまえば楽だよ」と（笑）。
坂本　JGAは早く導 入するような働きかけを少し
強力に進める時期に差し掛かっているような気が
します。採用している倶楽部名をJGAジャーナルに
掲載する、あるいは旧来の倶楽部HDCPを認めな
いなどしてもいいのではないでしょうか。取り入れて
いない倶楽部について、JGAから直接各倶楽部に
出向いて個別に指導することも考えてはどうかとも思
います。また、HDCPインデックスによる競技をもっ
と増やしていくことも普及につながるのではないで
しょうか。
── 貴重なご意見、ありがとうございました。

毎月開催されているハンディキャップ委員会の模様

会報誌にはHDCPインデックス取得者に向けてのスコアーカードの提出方法が
分かりやすく解説されている

【スロープシステムの使い方】　女性Aさん・男性Bさんが対戦した場合

CR差を補う追加調整

レーティングの高いティーの
プレーヤーのコースHDCPに

CR差を足す

77.1-71.8＝5.3 ➡ 5
（四捨五入）

※レーティングの低い方から
CR差を引いてもよい

このコースHDCPで
対戦する

これで
公平になった

男女で対戦

CR=コースレーティング�/�CH=コースハンディキャップ


